
【第三者損害賠償制度】 

対物保険補償金額を見直しましょう！ 

Ⅰ．わずかな追加保険料が大きな安心につながります！ 

万が一、ご加入の保険金額を大幅に上回る賠償事故が発生してしまった場合、不足分は加入者
の自己負担となります。保険金額の見直しに伴うご負担保険料と比較してみてください。 

（例）年間売上高３０００万円の組合員がＺＡ①－０からＺＡ②－０へランクアップした場合 

年間売上高 加入型 
対人 

保険金額 

対物 

保険金額 

特定財物 

保険金額 
保険料 

3,000万円 ZA①－0 1億円 1,000万円 1,000万円 11,880円 

加入型変更 保険料約30%UPで・・・ 対物保険金額500%に！ 

年間売上高 加入型 
対人 

保険金額 

対物 

保険金額 

特定財物 

保険金額 
保険料 

3,000万円 ZA②－0 1億円 5,000万円 3,000万円 15,400円 

わずか３０％程度の追加保険料で、対物保険補償金額が５倍に大幅ＵＰします！ 

Ⅱ．最大のメリットは保険料です！ 

（例）年間売上高3,000万円の組合員の場合 

売上高 対人限度額 対物限度額 

年間保険料 

比率 全日電工連  

第三者損害賠償制度 
※一般商品                   

（賠償責任保険） 

3,000万円 1億円 5000万円 15,400円 
（ＺＡ②－０型） 

842,560円 1.8% 

なんと一般商品の２%以下の保険料で同等の補償額！ 

（全日電工連のスケールメリットを活かした格安の保険料！ ） 

※一般商品・・・損保ジャパン日本興亜の「賠償責任保険」 

※保険料の比率は、売上高・加入型等により異なります。 

第三者損害賠償制度の最大のメリットは何といっても保険料です。一般商品と比較してみましょう。 
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Ⅲ．このような事故が発生しています 
実際に高額な自己負担が発生した賠償事故の例です。このような賠償事故でも十分にカバー
できるように、補償金額の見直しをお勧め致します。 

≪対物保険金額が不足し、高額な自己負担が発生した事例≫ 

①電気給湯機設置工事での配管工事ミスにより、引き渡し後、階下に漏水し、建物・商品等に大きな
○損害を与えた。 

損害賠償額：2,400万円 

 Ｂ①－0型（対物保険金額：1000万円）の型に加入していた為、 自己負担額：1,400万円 

→仮にＢ②－0型（対物保険金額：5000万円）に加入していれば・・・ 

         わずか4,800円の差額保険料で全額カバーできていました。 

Ⅳ．その他の最近の高額賠償事故例 

平成２５年度に発生した1000万円を超える賠償事故 

工事規模の大小に関係なく高額賠償事例が毎年多く発生しています！ 

お問合せ、加入型変更のお申込みはご所属の工業組合まで 
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事業活動の多様化や社会環境の変化、また賠償意識の高揚等から賠償請求件数の増加や請求額
の高額化が顕著となっております。 

② 関西 保険金支払額：１，７８２万円 

 事故日：平成２５年１０月 

 事故内容：防水塗装工事中に塗料を飛散させてしま 

 い、自動車約200台に損害を与えた。 

① 東海 保険金支払額：４，９１４万円 

 事故日：平成２５年７月 

 事故内容：信号用電源ケーブルの移設工事を施工中 

 に、掘削機のドリルでケーブルを破損させた。 

③ 東海 保険金支払額：１，５５１万円 

 事故日：平成２５年５月 

 事故内容：電源用コンセント配線工事で誤結線。過電 

 圧がかかりレントゲン機器に損傷を与えた。 

④ 四国 保険金支払額：１，４８２万円 

 事故日：平成２５年９月 

 事故内容：強風対策が不十分であったために太陽光 

 パネルが飛ばされ損傷。 

⑤ 九州 保険金支払額：１，３７５万円 

 事故日：平成２５年１１月 

 事故内容：計装空気配管工事にて電気溶接作業時に 

 迷走電流が発生し、他社が施工した配管が損傷した。 

⑥ 東北 保険金支払額：１，２３４万円 

 事故日：平成２４年９月 

 事故内容：温泉ポンプの交換のため引き揚げ作業中 

 に管の中で詰まりが発生。ポンプ等が破損した。 

②新築一戸建の分電盤の設置工事において、ブレーカー配線のネジ締めが不十分であった為、その
○部分から出火し、家屋に著しい焼損を与えた。 

損害賠償額：1,390万円 

 Ａ①－5型（対物保険金額：1000万円）の型に加入していた為、 自己負担額：390万円 

→仮にＡ②－5型（対物保険金額：5000万円）に加入していれば・・・ 

         わずか3,200円の差額保険料で全額カバーできていました。 


